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I．毛胞の構造並びに毛群について

武田晃

Akira TAKEDA : Studies on the Hair Growth of the Rabbit 
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緒　　　　言

　毛生に関する研究は塚辮の毛生崖の基礎となるもので

あるが，従来生熊後の毛について帳多くの研究業績があ　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi魯1Longitudinal

るにも拘らず，毛生特にその生理学的研ヴ巳は少く殆ど解

明されていない。雛薪は毛用鐵兎の毛成長躍三理を［y／lかに

しようとして，先づ毛成長の：jlll盤である毛胞の構造を観　　　　　E

寮し更に毛群についても知見を得たので報告する。　　　　　，

　　　　　　　　材料並びに方法

使用家兎かよ本学に飼養せる栄養状態小等のアンゴラ種　　　　D

。日本白色種の威牡蠣並びに生後11i間以内の両頽幼兎

である。皮腐は成兎に於ては7～9月，幼兎は4～5月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
に採取したので，成兎は夏毛皮闘・幼兎はll捧毛皮臆1と解

される・皮膚はいつれも生体の剛甲部のみよOitr，g’毛鯛采

取しB・・i…fl・id，C・rn。y・s　f1。id，1）。ff，，ed正・。，mali。　　B：

にて國窺し常法により1⊃araffinに飽埋した。鞭色には

Haeniatoxylin　Eosin　staininy，　Van　Gieson　staillillg，

B・ach・t　Py・。・｛n・M・thyl　green・t。i。i。gを用いた。　　　ム
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観察並びに考繋

毛並びに毛胞について

　成家兎の被毛は粗毛（Hair）と緬毛（Fur）vc　IBI別さ

れているが・毛胞に於ては構造上両曹の間に本質鮒な差

異は謙められず唯組毛は緬毛より毛髄細胞が大形で数も

多く又毛皮質，外根鞘の層が厘いのみであつた（Fig，男，

Fig．3）L，

哺乳動物の毛の横断面は一般にiヨ形に近くアンゴラ禰

蒐に於てもSALArfANは円形，楕円形，正方形だと報告し

たが，筆者の観察では7月20日採取の日本由色種皮虜の

驚論徽灘1難雛藻F・。・．・1嘘鼎轡熱

な横断面を示した。此の粗毛は円形粗毛と異り毛髄細胞　　　　　　　　　　A．hair　T｝，　fur

繋OO oσlOo　Ooo。
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が3－6列に，並び極めて大形で長径は口－本白色種にて67　　　れる，C上部核では消失し細胞日：角化して．芭鱗片とね：つ

～1ユ0μ，アンゴラ韮礪にて42－48．　xlに；i当し，このヲi多）伏1凱三巳　　　　ゾ織、

幹部のみでなく毛胞に包まれた都分に於ても同様で，そ　　　　毛胞は表皮ll‘1葱胞即ち内11、Uilili，外根鞘並びに之な1圃」1i

の為縦断方向の相違によつて内根鞘｝よ岡一．・毛でも厚さに　　　んだ結締織性毛II舷とから瓶つて屠る，，内根鞘には内fSll】の

著しい誰を生じた（Fig．3σ）8）。四腿によれば戚駅虹　　　Nux】ey層と夕卜1則のHem！e層が区別さオLた，　Hu：　］ey　Ill脚｝

の7～9月の被毛は夏毛であり叉阿部は「ゑちこうさぎ」　　　は：誤軸平行二区∫向に梢々麺長した単層の細胞から獄るが，

の璽毛剛」述の様禦1羅的形状を、1す蒸・事を認めて屠　前述の15雄に鼓形毛の」胎川ギ刊1に当る部分は蜘1輌臆り

り・i家冠に於てもll毛粗唱にか一Lる形状のものが出現す　　　1－laeniatx〕xylin　好染11（liの’．数び）顯粒な含・み核1：lt　1－i，llJ1”乃張

るものと解される∩術前L【［費図白色種とアソゴラ種に於　　　多角形で大形であるが上部をこ向うにつれ毛邨、；弔行ノゴ向に

けるこの種粗毛の即∫占の峙期的づ川」：品種による換創）　・J，いく延長する。e都、1：りD部に移る所・e屯皮質から遊

朴【違によるものと推察される・　　　　　　　　　　　　離し急セこIC〔｝sin好梁帽iを失い角化状（：picric　acld好1性

　毛胞は使宜上．5デlil位に区分疋，A部は毛乳願な’念む毛　　　は揚い）なへU．所謂韻内朴1鞠と加り次第に顯粒も実オ丁れ

〕：求の部分，B細；k毛1欝｛に核nz』rll然するが細鵜｝芝ぼi～1」別　　る．然U・亥。、映われず明かに：rt：’n：’し’C”　Jiii　？）．硬r’　根II　1iに

U｝∬い部分，C部｝：購【i1胞膜4明かf：sz部分，1）部を11：硬内根　　　はNetllyU｛r¢enに好染する核と多叢虻の蝦i粒な自・・7．“細胞

鞘の部分，1¢部は皮脂腺．1：りhl　］跡而迄の部分と〔た”縦　　　質はPyr〔，11illeに∫とく雛ま為、，皮脂腺開1：1音【蜘1ち貰，】部に

断面並びに齢音ll位の繊断’itliLltFig．1．t　Fig、2，　Fig．：1に示し　　　入り硬内根lil㍍爆ミ皮角化層に二移狩す《h，1’lel　le層は単坪｝

濫一・tウスの毛胞の岳1・竿造はH’、RDYに．ヒり報、遷れてllll　の毛11i山平行二初1・1に延．びた詩1ソゴ細胞か呪に蝋姻酬の櫛、に

り塚氾の毛胞も本娘融勺にはこオLと’大L’1ないもの瓢様であ　　　：大形立フ刀1珍であるが，HUxley層より・「i　1・くβ上都に於て

るが，‘孫層の形状，」ゴ∫餐等に相違が認潔，られた。　　　　　　すでに硬内llk鞘類似の相様を．1疑E【｝sin好染悔を’拓う1

毛は髄質，皮質，小皮の31漸昧つて腸る・毛蝋ll　」1・t：a）音似．．Lの陥k　l［ethyl　gt’eei・に刷匙する瞬眠形で

即ちA二部では毛並びをこヨ毛胞各層細胞1；L区別し難く，堀乳　　　硬1勺根靴の紡纏形仁亥とは明かに異つて騰た、、1又B都以下

頭を取1撒r毛偲体の糸i｛1胞群の’ド膜に慮f筋1・］に延長した　ではHuxl・y　l伽こりも細1包至臓Py…i・・矧・llが強かつ

卵円形核並びに外根鞠華田胞の毛Ill【【1に蘇二角，圃心、II：1力向に　　　た。外限鞘｝；rド都！！IBう毛球部に近い部分では単層で核は

延長した核を除ぎいつれも円形の核を有し，J［七の都の核　　　毛軸llli：角，岡心円ヵ尚に延畏した大形長楕円形であるヵえ

は外根鞘を除き総てMethyl　greenに好染した・髄鷺は　　　」部に移ると次第に短縮して卵1夏1形となりD上部あたり

毛根下部では円形乃至多角フ杉の核を有し細胞膜は渕然し　　　より彦鋼となり外側層の核は円：｝i；多となり表皮胚；粥llに移

ないが｝C部あたりから細胞膜が判芳Uされ上部に向うに　　　r行した，表皮1・ISで1よ下擢｝の細胞はMethyl　greenに好111

つれ次第に紬胞i11容は．iLl縮し核も斉細胞上辺にH：縮され　　　する｛：亥とPyronilleに手iI∫々好染する細lI｛・1質を右1．て贋た．，

荒平化し（；，D移行部で終に核を言ll失したu髄質細胞中　　　　緯浄紹織性毛胞11：皮膚の『t’皮層4）連続で，繊維力粛10繍こ

にはHaematoxylin｝こ狛染する穎粒を奮面し，核はC部　　　交錆し張皮・i生屯胞を包Dl｛して芹lrた11

特に桶瞬ヒしたものはMethy玉greenに対し強い『好染性　　　　Bracllet　Pyr（mhle－Methyl　green　stainillgではDNAは

を示したc、毛幹部毛髄質に見られる；u雛（空胞）は細胞　　　緑画こRNAは赤色に分別されるり1『L：の際低llf合の1）N

のCD部変化から細胞間隙ではなくSilll胞内に生じたもの　　AVよ赤色に染まる）ので一・応核酸の分布状態を知るのに

の様に思われる，、皮質は濫il毛では数層，緬毛ではまil層か　　　・優利であるが，筆蕾の観察ではDNAIズ応（Meしhyl　gr一

らなり毛根下部では円形の4：亥を准するが上都に向うにつ　　　　een染色性）は毛球音1～の無細胞｛亥，表皮胚；芽1鱒の核並び

れ次第に毛llql平行方1向に延長し卵円形，長円ヲi珍と変りC　　　に（1上部の毛1葺亘細Jlk）核に強く，RNA反応（PyrOIline染

部では紡錘形から細；匿紡鍾形となり7又斉［H胞内には平行　　　th，1／｛1三）は毛皮質全般，1－lenle層の細胞至窪に強く現われ，

繊維を充満するがD部以」二では終に核を失い角化しピク　　　観1内恨革ili，　C部Hen！e嫡はDNA，1もNAi町反応がり聾に

リン酸妊染性となつた〔，1又核は延．長化と共にMethyl　　強く現われノこ．HARDYはマウス毛11i・1に於てDNA反応が

green好染i［iを増しe上音［～に於て最強麗な示し，細胞鷺　　　強い部分Ilk高黙の不r糸分裂を行つて居る細胞群及び高度

はA，B，（部全般を通じてPyronineに好染した、毛　　　1こ分化した細Illj群で，　R　N　Aは有糸分型び）IEIi盛な細胞濾

小細胞は同心円方匿Uに延長した核を有して居るが，ヒ方に　　　びに蛋白形成を行つぐ屠る細胞酢｝こ大【ll：に存：布すると三報

移るにつれ｛亥は小形となり他層の細胞と1，）：明かに区別さ　　　告して騰る、，Brachte　Pymnine”Methyl　9「een　stainin9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Is

竃1：篇あ讐謙犠；蹴援む震襲盈　　　　　　　鵠曾・＠9

b・・d1・）醐・鵬と…唖孔か・・似脱・x’ @・ll撫、　　t“
出ているものとされている、、Meijereに」：れば哺1多L動物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

難羅謂激；凝惣鴛嚢歪糖籍冒　　　．　　o＠oO◎
本と、蝿群も生・譜勃・・はD曙Lから・本　　魯曾ll・　○○○
駈唖の出噺謂秘4弦ず融甑つて欄…1鷹の　　　りし“ら’”　　　°
配列が趨つて来たのであるという、，　　　　　　　　　　　　　　　D
鞘｝、脚1・」蠕剛・嘲勧、：蜘脚だ｝で蝋本唖　　　Fig・轍蝋「°L’p　types　in　va「i°us

綱．鰯Lから1、1，1て鵬力・疎髄くで瞳数唖伽・　　　depths

I，映に・職繍…が5－・個歎聯団な似騰　　含温灘器
卿ち5酬〔乃…鄭馴U鐸｝陸なし，瀦llに移るにつれ　　　　　T），G　deep、。n，

て之等の毛東は纂禽して3醤束1群，2毛策1瀞麗に1　　　　　　　　　　　A～D　　adult　rabbit

・酬帥に毛東を認めなし・状鰍i」も距東1瀞こ変化する　　　　　E～G　newb。ni　rabl）it

の観禍た（Fis・，・4）。アンゴ鮪駕牡嘱夏毛灘1の剛1　あるか否かは明かでない・　tJt似上の鼎畑木白色禰に於

部に於醜、馴磁びに甜々滅の如くであつた。　　　ても暑同様の如くであつたがアソゴラ撫こ1〔躯1毛群中

・・圃ア…兎聯競・・数並び融驚雛瓢；、謙錨毒聡蹴僕

二二ニー，5毛瞭あ・・述べ課購白騰1・種並びにア・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・毛群申毛束数論身54．3

・毛榊毛数｛2�A．2

・毛刺1毛数陰薮1693

　　　　　　］

2～5
平均3・3

30・・－53

SV’；均39。6

6・一一28

1　1z．句　・　1平均15・5

　　　　　　　ゴラ種に於て2－－8個の毛束が見られ，5毛1群以上の

　1　　毛群が蝋獅されたと縮して居るが，鞘の灘で

1讐・簿緩之葉撒灘鮭窪暮号諺競徽叢養

平均34・5　　　に近い所では多数の毛策があるが深部に向うにつれ5毛

　　　　　　　1群から3毛1群の形となると報告した。之は筆者の観

以上の雛餐からアソゴラ頗に方tl・ては観群は灘隈　 察とも一一致した。

は多数の毛胞が集つた1個の集団であるが表隙こ近づく　　　　禺生碗後並びに3日目の幼兎では毛群は哺乳動物の原

につれ｝間に結締織が入り，ムみ・より小さな集団即t：，毛　　型に極く近く袈皮層近くでは3毛胞が1群をなして居り

東と励弛・その毛勲畑分化して結局5つの小集［鯛　瀦Bでは5－8毛胞が3毛東鷹5毛束・糊傾向醐

1毛群を形成する即ち5毛束1群ななすものと思われ　　　わし，更に深部では1毛群内の毛胞の閏隔は広まり毛群

る。叉深部では寄毛胞の間には結締織が大なり小なり介　　　の区別が不明瞭となつた（Fig．3）。毛群中の毛胞には

在するが表層に近づくにつれて毛胞な包囲する結締織は　　　毛の含家れないものも存在し又1毛群の中央に位する毛

少なくなり・毛孔に達する颪前にほ外根鞠と続いた表皮　　　胞は他の毛胞に較べ大形で，こ疑こ含まれる毛は粗毛で

願が相接してその聞に結締織は認められなくなった。又　　　あるが其の他の…毛胞の毛ほ之に較べると遜に細くて4．2

前述した同一毛孔から出る毛が岡じ毛東内の毛の全部で　　　一15．2μであつた。魔毛は総て粗毛乃至粗緬毛だとの報
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告もあるが1毛群の毛数が極めて少いので粗毛の率が非

常に大ぎいが緬毛も存在する嘉は確実だと解された。　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Preliminary　observations　on　the　stmcture　of　hair

　　　　　　　　　総　　tS　　　　　f°llicles　・nd　hai「’－9「・up・we「e　made　i・prepar・ti。・f・「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　physiological　stu（1ies　on　tlle　hair　駕t’owth　（，f
　i家兎の毛の成長生理を究明するに当つて，その遊盤と　　　the　rabbit．冊he　results　obtained　are　as　foll〔｝ws．

なる毛及び毛胞の1髄並びに毛糖こついて観察した・　　Th。　h。i，　f。11i、1，。f，abbi・i，，sse。ti。11y、imi1。r　t、，

（1｝顯麗の脱に1瀬断面が構納轍形螺する　a。cl　differs　itiai。ly．in　sh。1、e．。nd　thi、k。、、、。f・itS。、ri一

ものが多く・この毛は3～6列唖樹狂［腰並噸めて　。u、・1、，，，、　f，。m　th、t。f、。。。，e　di，c，ibed　b，　H。。、。，

大形であつた・　　　　　　　　Th，1。。gi、。di。、1。。d　t，ansve，、，　secti（）。，。f　the　h、ir

（2）毛胞の　竺灘尉縦1欄巨び略搬燃ける鵬　f・11｛d，。，e、h。。。・nF・9．．Z。。d・，

融鴎（F19・1・F‘g・2）した・　　　　　II、　the　case。f，he、d。1t，abbi、，。。，　hai，．9，、，。p　is

（3）毛球音【1の錦1繊語i韻・毛躍・H・・1・脚一 @、。。IP。，，d　f。，　th，　m。、、　p。，、。f　five　h、、，一、。。dle、，饗he

繍胞1亥・謝錨，搬｝1｛…謝勲全細磁ゆNA・　d，ep，，　i。、he　e，id。，mi，，h，　h、i，．9，。。P．i、，、he　f。w，，

毛頗，Henle閣譲内欄セこはRNA崎在瀦示さ　，h，1、ai，一．b。。dles　in、h、，　g，。up。，e，。。，il。，，he　end　i、

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
㈲成縣嚇、飾、。於ては靴暁胞、、Dの鮒　take　tlle　f°「n㌔゜f°nly°ne　ha1「－bu幽ln　the　c三lse°f

　　　、　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　newbom　rabbit，　the　hair－group　ls　near七he　Qriginal
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